
インダストリー 4.0 でパイロット段階から大規模展開へ移行するためには、 
メーカーは財務効果ファースト アプローチを採用しコストの削減、生産能力の拡大、 

資産効率の向上を 2 桁水準で実現する必要がある
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I4.0 イニシアチブを成功裏に早期に導
入した企業や革新的な企業は、工場オペ
レーションに関わる数々の重要な分野で
大きなビジネス価値を実現しています。
先進的なメーカー各社が、グローバルな
サプライ ネットワークの柔軟性と俊敏性
を飛躍的に高めると同時に、コスト、生
産能力、労働者生産性を 10% 向上させて
います。1

極めて重要な製造メトリックスとなる
単位当たりのコスト (CPU: cost per unit) 
を 2 桁改善できれば、デジタル変革が製
造オペレーションに及ぼす効果を実証
できます。あらゆる I4.0 イニシアチブに
とって CPU 水準の向上を推進することは
必達目標です。 

たとえば、CPU 比が 1:1 のメーカーが
生産量を変えずにコストを 10% 削減す
れば CPU 比は 0.9:1 となり、CPUは 10% 
改善します。また、コストを変えずに単
位生産能力を 10% 拡大すれば CPU 比は 
1:1.1 になり、CPU は 9% 改善します。い
ずれも成功事例ですが、I4.0 イニシアチ
ブを適用すれば、コストの削減と生産ユ
ニット数の増加を同時に実現できます。
この例で、両方を同時に適用できれば、

単純計算で CPU 比は 0.9:1.1 となり、
CPU は 18% 改善することになります。 

この説得力のある数値は、スマート 
ファクトリが競争優位の新たな源泉にな
ることを如実に物語っています。PTC が
顧客から受ける質問も「未来のファクト
リとは何? なぜ重要なのか?」から「どこ
から導入を開始するべきか? 競合に先駆
けて大規模な効果を迅速に達成する方法
は?」へ様変わりしています。 

潜在的な価値は否定しがたいものです
が、いまだに多くのメーカーがその果実
を得られていないのが実情です。デジタ
ル変革のコンセプト自体は徐々に受け入
れられているようですが、大多数の事業
会社にとって大規模な展開はまだ雲をつ
かむような話です。Gartner と LNS の調
査、さらに PTC による最新の導入状況レ
ポートを紐解けば、メーカーの約 25% が
デジタル イニシアチブを大規模に展開す
る準備を進めています。2競争優位を築
き、将来のリーダー企業として市場地位
を確立するためには、I4.0 イニシアチブ
を加速度的に進める必要があります。今
こそ、変革の好機です。

第第

デジタル変革の中核に価値を据えな
かったがために数多くのメーカーが 

「パイロット煉獄」に陥っている

四次産業革命とインダストリー 4.0 (I4.0) の台頭を受け、多大
な価値を創造する一世代に一度の機会が製造業界に訪れていま
す。しかしながら、あまりに多くのデジタル変革の取り組み
がその支援者と共に停滞の憂き目に遭い、失敗に終わっていま
す。PTC は、財務効果をデジタル変革の中核に据えるメーカー
が多様な事業領域で長期的な価値を飛躍的に高める事例を目に
してきました。
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パイロット煉獄を回避する

希望に満ちあふれたデジタルの未
来は約束されていますが、パイ
ロット プロジェクトを成功裏に

導くのは一苦労ですし、大規模に価値を
実現するにはまた別の困難に直面するこ
とになります。しかしながら、この試練
を乗り越えた先には未来のリーダー企業
の座が待っています。McKinsey の調査
によると、各企業はデジタル変革に関連
するパイロット プロジェクトを平均 8 件
走らせていますが、大規模に展開でき
ている企業はその 1/3 に満たない水準で
す。3なぜこれほど多くの企業が「パイ
ロット煉獄」に陥り、デジタル変革の価
値を引き出せずにいるのでしょうか?

PTC は 1,000 社を超える顧客と向き合
う中で、停滞したイニシアチブの大多数
に共通する原因を突き詰めています。そ
の敗因は、財務効果ではなくテクノロジ
を変革の中心に据えたことにあります。
価値や単位当たりのコストの目標は、ボ
トルネックとなる生産プロセス上の制約
条件に着目し、取り除くことによっての
み達成可能となります。パイロット プロ
ジェクトで制約条件以外に注力してしま
うと価値は得られず、パイロット煉獄に
陥ります。

価値に焦点を当てなかった企業は、容
易に戦術に注目したテクノロジ ファース

ト アプローチの犠牲者となります。イ
ニシアチブの支援者も、単独のプロジェ
クトが多くの障害を生み出すにつれ、後
になって新興テクノロジを特定し、評価
し、試験運用しますが、後の祭りです。
以下の障害に直面するケースが多く見受
けられます。
• 高い ROI を達成できない
• 全社一丸となって最も影響の大きい機

会に取り組んでいない
• 経営資源の希薄化
• 規模を拡大できない
• 組織の賛同を得られない、ユーザーが

導入してくれない
• 変更管理上の障害

上記の問題は、Deloitte によるスマー
ト ファクトリの調査結果と符合します。
同調査では主な課題として、経験不足、
導入の困難さ、説得力のあるビジネス 
ケースの欠如に加えて、戦略やガバナン
ス、オーナーシップの欠如、IT インフラ
の欠如を挙げています。4その結果、デ
ジタル変革の利点を1 つの工場から世界
中の数十、さらには数百に及ぶ工場へ拡
大するとき、成果の上がらない結果とな
り、大きな課題となります。 

未来のファクトリを目指し会社全体で 
2 桁台の効果を達成するため、メーカー
には今、持続可能なプロセスを導入して
現在と将来の両面で市場地位を確立する
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ことが求められています。世界有数の規模
の I4.0 分野の顧客基盤を誇る PTC は、デジ
タル変革に向けた取り組みとして、まず財
務効果を徹底的に重視することから始め、
俊敏かつ反復可能な方法で規模を迅速に拡
大できる価値の高いユース ケースへ限られ
た経営資源を優先的に投入することを強く
主張しています。 

効果の実態が明らかになった今、メー
カーは、即応性と拡張性という 2 つの主要
事項とともに効果を考察することができる
ようになっています。3 つを組み合わせれ
ば、価値創造の扉が大きく開かれます。 
1. 効果: 財務効果 ファースト アプローチで

経営資源を優先的に配分して将来の障害
を取り除くために、プロジェクトの初期
段階から広範で部門横断的な上級管理職
チームを関与させて価値を洗い出す。

2. 即応性: 生産上のボトルネックを洗い出
して価値創造を妨げる最も喫緊の問題に
優先的に対処し、わずか数週間で価値を
生み出す。

3. 拡張性: メンバー、エコシステム、能
力、デジタル バックボーンなどの企業
全体で規模を拡大するための基盤を築く
ことにより価値を増大させ、すばやく反
復し、24～36 カ月以内に影響度の大き
い価値を実現する。

効果: 経営幹部の議題と整合させる 

経営幹部の間で I4.0 に取り組む機運
が高まり、精査が進んでいるにも
かかわらず、大半のイニシアチブ

に対して幹部が全社戦略として強く賛同し
ていないのが実態です。それはなぜでしょ
うか。デジタル変革を推進するリーダー
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図 1: 

I4.0 バリュー創造フレームワーク

図 1: バリュー フ
レームワークの
例 : 売上 50 億ド
ルの架空のディ
スクリート製造
メーカーを例に、
財務効果ファー
スト プロジェク
トをマッピング
しています。 
出典 : PTC

利益の拡大を図るために、オペレーション上のボトルネックと ユース ケースへの対策を強化する
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は、各イニシアチブがどのように経営幹部
の最優先課題である企業目標の達成や財務
効果を向上させるのかを明確に説明できず
にいます。デジタル変革の成果は組織構造
の末端で埋もれ、企業全体での効果やリー
ダーの取り組み実態が全く不透明なまま幕
を閉じています。経営幹部の支持を得られ
なければ事業としての正統性を欠き、意志
決定や成果の実現が遅れます。つまるとこ
ろ、大きな成果を出せず、他の選択肢に
見劣りする取り組みと評価されてしまい 
ます。 

PTC が導入の現場で培った知見に照らし
合わせると、財務効果ファースト アプロー
チには大きな可能性が秘められています。
企業がこのアプローチを実施すれば、全社
的な財務戦略と企業目標との間で整合性を
保ちながら I4.0 イニシアチブを評価、推進
できます。整合性を保つことで、企業は広
範で部門横断的な上級管理職チームをプロ
ジェクトの開始時から関与させ、経営資源

を投入してリーダーシップを発揮すること
で最も効果の高い事業機会を積極的に追求
できます。その過程で導入の迅速性、事業
案の採用、成功を勝ち取る土壌が磨かれま
す。財務効果ファースト アプローチを実
施するために、メーカーは I4.0 変革がもた
らす財務効果の全貌を明示し、各プロジェ
クトが製造オペレーションにもたらす改善
効果を財務数値に落とし込む必要があり 
ます。

図 1 のマッピングを PTC は「バリュー フ
レームワーク」と命名しています。デジタ
ル変革の取り組みを通して価値を獲得、検
証、伝達する中で、この詳細なフレーム
ワークが中核的な役割を果たします。

PTC のデジタル変革グループは、顧客と
共にバリュー フレームワークを活用し、
I4.0 の潜在的な価値を定義、獲得、表現し
ています。本記事では、特定メーカーの個
別具体的な分析事例ではなく、達成可能な
価値の水準を一般化してご紹介します。仮

図 2:   
 下表は、ライト
ハウス役を担う
導入企業が享受
する利点を World 
Economic Forum が
調査したものです。
出典: McKinsey & 
Company
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図 2: 

WEF: 「ライトハウス企業」が享受する KPI 上の利点



に、売上が 50 億ドル、創業からの年数が平
均的なメーカーが I4.0 を実施した場合、売
上を 8,000 万～ 3 億ドル伸ばし、コストを 
5,500 万～ 3 億 3,500 万ドル削減するだけで
なく、設備投資を 2,000 万～ 1 億ドル抑制
できます。PTC の顧客事例と比較してこの
数値には妥当性があり、ライトハウス役を
担う各メーカーやアナリスト コミュニティ
の見解とも一致します。5 

コスト、売上、資産効率に焦点を当てる

業種を問わず、すべてのメーカーが 
P&L (損益計算書) で財務データを
管理しています。主要な財務メト

リックスは以下のとおりです。
• 売上
• 運営コスト
• 資産効率

これらの情報は、10K (年次報告書) やア
ニュアル レポートがあれば手に入ります。
I4.0 イニシアチブを推進するには、全社的
な経営戦略と結び付けて財務項目への影響
を明示することが不可欠です。

具体的に、製造プラントで生産能力を増
強する I4.0 イニシアチブで例示します。生
産能力の増強を財務的な価値に結び付ける
方法は各企業が掲げる目標ごとに異なるも
のの、最終的には単位当たりのコストに大
幅な影響を及ぼします。たとえば、生産能
力に制約のある企業は、生産能力を拡大し
てユニット数を増やし、売上の拡大を図り
ます。別企業では、残業シフトと単位当た
りのコストを削減することで、運営コスト

を抑えます。あるいは、生産能力を拡充し
て製品のバリエーションを拡充し、新規に
設備投資をすることなくサービス水準を向
上させる企業もあります。 

次に、工場全体を俯瞰して、どのような
運用上の成果が財務目標の達成に貢献する
のか見極めましょう。一般に、メーカーで
はスループットの向上、コストの削減、資
産利用率の向上、品質の向上、そして原料
使用量の削減を目指すことになります。財
務効果ファースト アプローチの一環とし
て、上記の成果に貢献する運営面のイニシ
アチブ (価値の源泉) を特定しなければなり
ません。具体的には、非稼動時間の削減、
労働者生産性の向上、やり直しの削減、廃
棄物の削減などが該当します。一連の I4.0 
ユース ケースや関連プロジェクトは、目標
に掲げる運営効果と財務効果を達成するデ
ジタル変革テクノロジにマッピングするこ
とができます。 

バリュー フレームワークを適用する

各ユース ケースを財務項目と結び
付け、その効果を定量化する必要
があります。新規プロジェクトを

メーカーが評価する際に、各ユース ケース
がもたらす利点や成果の見積もりは骨の折
れる作業です。業界トップクラスの顧客基
盤を誇る PTC は、I4.0 のユース ケースが運
営効果をもたらす事例を豊富に蓄積してお
り、その財務効果は検証済みです。特定の
ユース ケースを導入後に運営効果が上げ
れば、同じフレームワークを活用して財務
効果を検証し明示することができます。こ
のようにフィードバックを定常的に実施す
るアプローチを採用することは、導入の機

財務効果ファースト アプローチを導
入すれば、経営戦略や経営目標との整
合性を保ちながら I4.0 プロジェクト
を実施できる

すべてのメー
カーが P&L (損

益計算書)  
で財務データ

を管理して
いる

MANUFACTURINGMANUFACTURING
LEADERSHIPLEADERSHIP JOURNAL



運を高めて確固たる競争優位を築くだけで
なく、広範で部門横断的な上級管理職チー
ムに導入の価値を伝える上で非常に重要 
です。

即応性: 数カ月でなく数週間で 
ボトルネックを取り除く

効果ファースト アプローチを導入し
て厳選した I4.0 ユース ケースの中
から期待する財務効果を見極める

場合、即応性と拡張性は最も重要な選定基
準となり、その成否が経営の優先課題とそ
の対処に多大な影響を及ぼします。企業の
経営資源が限られる中、製造ネットワーク
全体で迅速かつ大規模に展開可能な最も価
値の高いユース ケースに注力することが重
要です。また、企業全体で迅速かつ大規模
に導入してすみやかに組織上の障害を取り
除くには、上級管理職が定期的にチェック
するプロジェクト ガバナンス体制の構築も
重要になります。

ただし、ユース ケースの選定にあたっ
ては、工場、生産ライン、機器ごとに制約
条件が異なる点に留意してください。初期
の導入効果を実証する一般事例を紹介する
ことは簡単ですが、導入の現場では各経営
資源の制約に焦点を当てることが鍵を握り
ます。たとえば、フィードバックとデータ
を通して、機器の故障による予想外の非稼
動時間が工場全体の大きな課題として浮上
した場合、個別の資産タイプが各工場で特
定の制約条件となっている可能性がありま
す。ここでバリュー チェーンの事例が大
いに参考になります。具体的には、特定の
チェーンを改善しても最も脆弱な部分の改
善に寄与しなければ、システム全体は改善
されないのです。

当社顧客の成功事例を紐解けば、生産シ
ステム全体に着目するのではなく、各生産
環境内のボトルネックを特定することが効
果を発揮しています。決定的なボトルネッ
クの解決に注力すれば、メーカーは数カ月
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図 3 

3 つの経営戦略シナリオ

図 3:  顧客企業が生
産能力の増強を経営
戦略として策定し、
各種財務効果を向上
する具体例を示して
います。出典:  PTC
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需要 需要 需要 生産能力 生産能力 生産能力

コスト サービス レベル

ラインの生産量を増加

効果

残業を削減

シフトを縮小

新規採用を削減

コスト削減

ユニットあたりのコストの低下

余剰能力を減少

効果

注文生産

転換を増加

在庫を縮小

製品バリエーションを増加

設備投資の減少

リードタイムの短縮

バッチ サイズ & 補充時間を削減

効果



タクト以下

タクト以上

ボトルネックのフォーカス領域

時
間

1 2 3 4 5 6

改善プロセスのボトルネックの特定

でなく数週間ですばやく成功を勝ち取れま
す。図 4 は、生産プロセスを 6 ステップで
例示しています。ハイライト表示のあるス
テップ 3、5、6 はタクト タイム (目標生産
時間) を超過しているため、ボトルネック
となります。この 3 つのステップが原因で
追加のコスト負担や生産性の低下、さらに
は過度の設備投資を招くことになります。 

決定的なボトルネックを洗い出した後
に、根本原因解析で改善の機会を探りま
す。生産ラインのパフォーマンスをリアル
タイムで可視化すれば、トップ ダウンのメ
トリックスでボトルネックと損失の発生原
因を特定できます。ここで得た情報を活用
し、財務効果と迅速な拡張性を軸にして最

初に取り組むべき事業機会に優先的に対処
します。そしてチームの人員を選任し、適
切な問題解決テクノロジを利用して改善を
図ります。最も決定的なボトルネックに焦
点を当てながらデジタル テクノロジを利用
することで、多大なる価値を工場で創出で
きます。 

特定箇所の改善を図った後に生産ライ
ンのパフォーマンスをリアルタイムで再び
可視化することで、各ステップの時間の改
善状況をタイムリーに把握し、新たなパ
フォーマンス基準をモニタリングできま
す。担当チームは、この新たなパフォーマ
ンス基準に沿って次に優先順位の高いボト
ルネックを特定し、効果を高める次の事業

デジタル変革の効果を実証するには 
すべての I4.0 プロジェクトで単位当
たりのコストを改善する必要がある

図 4 

仮想の生産プロセス
とその 6 ステップ

改善プロセスのボトルネックの特定

図 4 : 上表の仮想の
生産プロセスにおい
て、タクト タイムを超
過する各ステップが
決定的なボトルネッ
クだと判明します。出
典: PTC



機会に取り組みます。この継続的な問題解
決プロセスは工場の内外で大規模に適用で
きるため、継続的な改善を実施する体制が
整います。重要なことですが、各 I4.0 プロ
ジェクトと上記モデル内の全社的な I4.0 イ
ニシアチブは、機敏に開発し促進できるだ
けでなく、引き続き最も大きな財務効果を
もたらす領域に注力するということです。
また、ここで得た情報をバリュー フレー
ムワークに組み込めば財務効果を検証で
き、経営幹部にその情報を円滑に伝達しな
がら、複数の工場を巻き込んで取り組みを
進めることができます。 

拡張性: 導入拠点を増やして価値を高める 

最大限に効果を高めるには、複数の
工場で適切なユース ケースをすば
やく導入する必要があります。拡

張性がどれほど重要なのか、そのわけを
ご説明します。仮にあるメーカーが工場
を 50 拠点所有しており、各工場で生産ラ
インを 10 個設けているとします。従来の
順を追った導入プロセスでは、最初のパ
イロット プロジェクトで 1 ラインのみにデ
ジタル テクノロジを 3 ～6 カ月かけて導入

し、様子を見ます。このペースでは、残り 
9 ラインに導入するまでに 3 ～ 5 年を要し
ます。世界中の工場に導入するとなれば、
生涯にわたる一大プロジェクトになること
でしょう。100 年アプローチと名付けても
差し支えない気の遠くなる話ですが、この
デジタル変革プランを実施すれば間違い
なく失敗に終わるとだけ申し上げておきま
す。パイロット段階での導入を加速して価
値をすみやかに獲得するために、メーカー
は複数の工場を横断して各種機能を一斉に
導入する計画を立案および実施し、次の製
造拠点の導入に要する時間を継続的に削減
する必要があります。それにより、数十年
ではなくわずか 24 ～ 36 カ月で全社的に導
入できます。

規模の拡大を実現して初めて、市場の競
争ルールを塗り替える革新的な価値を手に
できるのです。たとえば、I4.0 プロジェク
トを実施すれば 1 生産ライン当たり生産能
力を 25% 向上できるとします。それだけ
でも価値のある取り組みではありますが、
会社全体では大きな変化ではありません。
しかし、4 工場すべてで生産能力を 25% 向
上できれば話は違います。数億ドル、いや
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図 5:  生産上のボト
ルネック、そして財
務効果ファースト 
フレームワークとの
整合性を考慮して
各プロジェクトの優
先順位を付けていま
す。出典: PTC

図 5 

改善を実現する 
イニシアチブを特定して 

優先順位を付ける
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改善の取り組みの特定と優先順位付け

改善の取り組み
生産パフォーマンスのリアルタイム監視

拡張現実を利用したエキスパート ガイダンス

資産の監視と利用

デジタル技術を利用した製造作業指示

予測メンテナンス

労働力パフォーマンスのリアルタイム監視

実装にかかるコスト/時間

優先領域

価
値
の
達
成
度



数十億ドルを投入することなく 5 つ目の工場
を新設した場合と同等の価値を創出できるの
です。

2 ～ 3 年の間に数十の工場で一斉にデジタ
ル機能を導入するには、拡張性と即応性を兼
ね備えた強力な基盤が不可欠です。企業が製
造業務とサプライ チェーン業務全体を変革
する基盤を構築し、価値のある I4.0 プロジェ
クトを迅速に運営できれば、今後数十年にわ
たる確固たる競争優位を築けます。

スピーディな導入を支える強固な基盤を構
築するには、適切なチーム、管理システム、

ガバナンス体制だけでなく、24 ～ 36 カ月以
内に全社的に価値の高い効果をすばやく反復
し実現するデジタル バックボーンが求められ
ます。さらに、適切なチームを立ち上げるに
は、I4.0 に習熟した専任の人材とエコシステ
ム パートナー、経営幹部の支援、そして製造
現場の作業員全員を変革する能力が求められ
ます。デジタル ファクトリの構築とその先に
ある変革を実現するには、正しい行動、考え
方、能力を兼ね備える必要があるのです。 

管 理 シ ス テ ム と は 、 唯 一 の 正 し い 情 報
源を提示しつつ、アナリティクスを駆使し
てパーソナライズしたアクショナブルイン
テリジェンス (実用的な情報) を活用してあ

メーカーが I4.0 を大規模展開し
て初めて競争ルールを塗り替える
革新的な価値が誕生する

ケーススタディ 1

予定外の非稼動時間を 30% 削減

(ページ 00 に続く)

China International Marine Containers 
(Group) Co., Ltd  (CIMC) は、輸送機器の
製造および販売を主に手掛けており、そ

の年間売上は 130 億ドルに及びます。I4.0 は、
同社が掲げる経営戦略「製造 + サービス + 資金
調達」において最も重要な取り組みです。

CIMC  社は価値ファースト アプローチを導入
して自社の成長戦略と整合するユース ケースと
テクノロジを選定したおかげで、圧倒的な価値
を創出しています。2 年前に価値ファースト ア
プローチの導入を決定し、モノのインターネッ
トと拡張現実で工場オペレーションの最新化を
図りました。経営幹部と CIO が支援する中で 2 
工場をパイロット拠点に選定し、資産モニタリ
ング、エネルギー管理、プロセス最適化、およ
び安全性検査を実現するユース ケースに注力し
ました。最初のパイロット拠点で 4 つのユース 
ケースを実施するために要した期間は 4 カ月に

満たず、2 回目のパイロット拠点でもわずか 3 
カ月で 7 つのユース ケースを完了しました。 

わずか数カ月の間に、同パイロット拠点で
は基幹機器が原因となる予定外の非稼動時間
が 30%、電気消費量が 3% 減少しました。さら
に、製品の製造プロセスを最適化したことで、
CIMC 社は、製品の性能を改善し、競争の激し
い市場で優位性を築いています。2 拠点で実施
した最初のパイロット プロジェクトに続き、
デジタル機能を別拠点にも拡充したことで、さ
らなる価値を手にしています。たとえば、電力
消費量の節約幅は当初 7% でしたが、最近では 
10% を上回っています。2019 年 8 月時点で、
同社は価値が実証済みのユース ケースを 12 件
保有しており、2019 年末までに 15 工場で IoT 
プラットフォームと厳選されたユース ケースを
導入する予定です。6

MANUFACTURINGMANUFACTURING
LEADERSHIPLEADERSHIP JOURNAL
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ケーススタディ 2
11 の生産ラインで生産能力を拡大

ケーススタディ 3
自動化の推進企業、設備投資額を 30% 削減

Pactiv 社は、北米地域で食品パッケージ
や飲食物提供サービスだけでなく、包
装機やプロセッサ、スーパーマーケッ

ト、レストラン、関連施設、飲食物提供サー
ビス用の店舗を手掛ける世界最大規模の製造
および流通企業です。同社が生産面の制約条
件とボトルネックを洗い出した手法は、他の
メーカーにとって大いに参考になります。同
社は制約条件とボトルネックを洗い出し、財
務効果を念頭に実現可能な事業機会に優先的
に取り組みました。その結果、プロジェクト
を通して定量化できる価値を確実に創出して
います。広範で部門横断的な上級管理職チー
ムが定期的に運営状況を見直す体制も整備し
ています。Pactiv 社が抱える課題と採用した
ユース ケースを紐解くと、同社は小刻みの操
業停止と機械故障、不要なプロセス調整、生
産能力の部分最適化、そしてパフォーマンス
のリアルタイム可視性の欠如に頻繁に直面し
ていました。
Pactiv 社の主な目標:
• イノベーションと最適化の機会を洗い出

し、工場の生産能力を拡大しつつポンド当
たりのコストを削減する

• 生産能力の制約条件となるプロセス全体に
デジタル製造ソリューションを導入し、全
体的な視点で生産能力を拡大し、ポンド当

たりのコストを削減する
Pactiv 社は、条件に制約のある生産ライン
を対象に、主要な制約要因に加えて運営成果
の向上機会も見出し、生産能力の拡大、コス
トの最適化、品質の向上を促進しました。資
産のインテリジェンス、終端のディスプレイ 
ボード、ペーパレスの生産進捗管理、非稼動
時間の報告など、洗い出した課題を解決する
ユース ケースを優先的に導入しました。財務
効果ファースト アプローチで経営幹部の支援
を得た同社は、経営目標と整合させながらデ
ジタル変革イニシアチブを積極的に展開し、
生産能力の拡大に努めました。 
Pactiv 社は以下のような目を見張る成果を達
成しました。7

• 原料不足やミキサーが原因の非稼動時間を 
50% 削減

• 設備の故障による非稼動時間を 11% 削減
• 7 カ月かけて機器の接続性を確立し、11 の

ラインで導入前と比較して 1 時間当たりの
ケース数を拡大

• 完成品全体で品質不良に伴う非稼動時間を
削減

• 関連製品のスループットを向上 
詳細については、ページ xx の脚注および追加
資料に記載の Pactiv 社の Web キャストをご覧
ください。

産業用オートメーションと情報システ
ムに特化する世界的大企業 Rockwell 
Automation Inc. は、極めて先進的な 

I4.0 変革に取り組んでいます。9同社はデジタ
ル変革の取り組みを「コネクテッド エンター
プライズ」と命名し、成功を導く 3 つの柱と
してメンバー、プロセス、テクノロジを掲げ
ています。

強固な基盤を有する Rockwell 社は、6 カ
国語で 18 の施設、704 のワーク セル、そして 
6,000 名に及ぶユーザーを対象にコネクテッド 

エンタープライズの取り組みを大々的に展開
しています。主要な戦略上の成果は以下のと
おりです。
• 生産性 – 年間 5% 増
• 設備投資額 – 30% 削減
• 品質 – PPM 基準で 60% 削減
• リード タイム – 50% 減
• 納品 – 注文の仕様に沿う定時納品を 82% か

ら 90% へ改善
• 棚卸資産 – 手元在庫を 120 日分から 82 日分

へ削減



らゆる意志決定の無駄を排除するデジタ
ル パフォーマンス システムを指します。
この管理システムを構築することで、デ
ジタル変革に向けて変更管理を改善、加
速、強化できます。I4.0 イニシアチブを成
功へ導くには主要な基幹テクノロジが不
可欠です。具体的には、産業用モノのイ
ンターネット (接続性、オペレーションと
情報技術の収束など)、アナリティクス、
自動化、拡張現実、ハイブリッド クラウ
ド コンピューティングなどが必要です。
詳細については、Deloitte および MAPI の
調査結果をご覧ください。8普遍的な接続
性、データ 様式、アナリティクス、およ
びユーザー エクスペリエンスを提供する
ことにより、高度なテクノロジを民主化す
るには、デジタル バックボーンの存在が
欠かせません。迅速に規模を拡大すること
が必須であり、変革の基盤となるデジタ
ル バックボーンは、工場ごとに異なる差異
を標準化する柔軟性を兼ね備えています。  

行動あるのみ: 最終的に 2 桁台の効果を 
企業全体で実現する

製造業界において、第四次産業革命
は計り知れないほどのビジネス価
値を組織全体で創出します。事業

規模、創業からの年数、機器やシステムの
種類を問わず、デジタル変革はありとあら
ゆるメーカーの前に広がる事業機会であ
り、CIMC 社、Pactiv 社、Rockwell 社など
の事例が示すように製造現場を塗り替える
存在です。

本記事で紹介した処方的なフレームワー
クを活用すれば、メーカーはビジネス目標
に沿って運用コストの削減、売上の増加、
資産効率の向上を実現できます。メーカー
が財務効果ファーストの視点に立ち、ボト
ルネックを分析してユース ケースに優先順
位を付け、適切なチームとテクノロジに基
づく強固な基盤を構築できれば、組織全体
で 2 桁台の効果を達成できます。こうした
革新的な企業こそが競合他社に打ち勝ち、
I4.0 の可能性を実現するのです。     MM
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(ページ 00 の続き)

図 6

スマート ファクトリ構築のために必要なテクノロジ

図 6: Deloitte が
実施した 2019 
Deloitte and MAPI 
Smart Factory 
Study Data の数値
を示しています。
出典: Deloitte

71% 23%

データ アナリティクス

54% 31%

モノのインターネット 
プラットフォーム

68% 20%

クラウド ネットワーキング

63% 29%

工場自動化ハードウェア

35%21%

変革

32%30%

エッジ コンピューティング

使用中

スマート ファクトリを実現するテクノロジ

出典 : 2019 DELOITTE AND MAPI SMART FACTORY STUDY の DELOITTE による分析
試験運用中
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クレーグ・メルローズ 
(Craig Melrose) は、PTC 
のデジタル変革ソリューシ
ョン部門で執行副部長を
務めており、PTC が業界ト
ップの CAD や PLM、IoT、AR 
テクノロジを組み込む顧
客対応のオペレーション
変革ソリューションの構
築に従事しています。顧
客対応を直接的に担う部
門を率い、PTC の顧客が
独自のインダストリー 4.0 
プログラムを開発、拡張、
導入する取り組みを担当
しています。PTC で勤務す
る前は、20 年以上にわた
り McKinsey & Company 
のパートナーを務めてい
ました。  

ハワード・ヘプルマン 
(Howard Heppelmann) 
は、PTC のコネクテッド オ
ペレーションズ ソリューシ
ョンズ部門の部門副社長 
兼 事業部長を務めていま
す。同氏とそのチームは、メ
ーカーが市場で直面する
最も喫緊の事業機会を見
出し、顧客や PTC のエコシ
ステムと連携しながらオペ
レーションを変革するデジ
タル ソリューションを開発、
導入、拡張する業務を担当
しています。 

ジェームズ・チャン 
(James Zhang) は、PTC 
のコネクテッド オペレー
ションズ ソリューション
ズ部門で市場開発担当
副社長を務めておいま
す。同氏は、PTC の業界ト
ップの IoT、アナリティク
ス、AR、PLM テクノロジを
組み込んだ未来のファクト
リを形作る強力なソリュー
ションの構築および提供に
従事しています。市場の課
題に優先順位を付け、製品
と市場の相性を追求し、顧
客やパートナーと直接連携
してインダストリー 4.0 変
革を大規模に展開する業
務を担当しています。  

スコット・マッカリー 
(Scott McCarley) 
は、PTC のコネクテッド オ
ペレーションズ ソリュー
ションズ部門で市場開発
シニア ディレクターを務
めています。同氏は、顧客
や PTC のエコシステムと
連携して I4.0 変革から最
大限の財務効果を引出
し実現する業務を担当し
ています。また、PTC の製
造ソリューションを活用し
て市場分析や市場参入
を支援する活動も担当し
ています。 

執筆者一覧

脚注と追加資料

PTC は Manufacturing 
Leadership Council の 
会員です。


